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• 

• 

冬
こ
そ
健
康
づ
く
り
を

だ
り
、
跳
ね
た
り
、
走
っ
た
り
、
な
か

に
は

、
い
や
あ
l
ず
い
ぶ
ん
や
わ
ら
か

い
で
す
ね
l
』
と
み
ん
な
も
附
く
ほ
ど

の
£
軟
ぶ
り
を
発
却
す
る
人
も
い
て
、

み
主
さ
ん
山
剣
そ
の
も
の
。

(
写
IH
)

来
い
冬
に
な
り
ま
す
と
、
と
か
く
家
の
中
に
こ
も

り
‘
辺
助
不
足
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
冬
こ
そ
健
康

っ
く
り
の
季
節
で
す
。
あ
な
た
も
、
向
分
の
体
力
に

越
し
た
ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

No 

み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
も
う
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(町民憲章より)

自
分
の
体
力
を
知
り
、
よ
り

一
層
健
康
づ
く
り
に

励
ん
で
も
ら
お
ヲ
l
と
、
町
教
委
で
は
イ

一
月
三
十

日、

総
合
体
育
館
で

守町
民
体
力
テ
ス
ト
」
を
聞
き

ま
し
た
。
参
加
し
た
お
母
さ
ん
や
青
年
た
ち
は
飛
ん

健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。
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六
台
の
機
動
力
を
動
員

今
年
内
二
月
に
は
‘
函
館
海
洋
気
象

台
が
開
放
さ
れ
て
以
来
故
大
と
い
わ
れ

る
豪
雪
を
紀
録
、
ザ
県
陶
北
部
で
も
大
宮

に
さ
ん
ざ
ん
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
.

今
冬
内
初
雪
は
例
年
に
な
く
少
な
〈

温
暖
な
毎
日
が
続
き
ま
し
た
が
、
十
二

月
下
旬
か
ら
一
月
に
は
本
格
的
な
冬
将

軍
が
や
っ
て
き
ま
す
。

町
で
は
、
今
冬
も
豪
雪
に
備
え
除
排

雪
体
制
を
一
段
と
強
化
し
、
町
有
の
ン

轟轟議議臨調
定年延長奨励金および

継続雇用奨励金を支給

十
一
月
号
で
は
「
高
齢
者
扇
用
奨
励

金
」
「
高
齢
者
服
用
安
定
給
付
金
」
制

度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

雪
に
固
ま
れ
だ
畏
い
委
の
生
活
を
住
み

よ
く
、
快
適
に
過
ご
し
て
も
ら
う
だ
め
、

町
で
は
こ
と
し
の
除
雪
計
画
を
た
て
園
・

道
と
と
も
に
住
民
の
足
確
保
に
全
力
を
か

定
む
け
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

冬
の
生
活
を
快
適
に

除・
排
雪
対
策
に
全
力

も

新たに 7路線を延長/

• 
ョ
ベ
ル
ロ

l
F

二
台
、
グ
レ
ー
ダ
ー

一
台
、
除
雪
ト
ラ
y
ク
三
台
と
合
わ
せ
て

て
六
台
同
機
動
力
を
フ
ル
動
只
し
ま
す
.

こ
と
し
新
規
に
除
雪
さ
れ
る
路
線
は
、

神
丘
四

nZ叫
五
百
五
十
灯
、
畑
町
沢
町

台輸出
二
支
線
二
百
灯
、
初
回
支
似
四
百

μ
、
踏
倒
線
八
百
H
M

が
直
営
施
行
。
民

間
委
託
路
線
で
は
、
元
山
線
二
百
五
十

日州
、
美
利
河
停
車
場
支
線
六
十
灯
、
中

里
線
五
百
幻
が
除
雪
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
内
延
長
十
二
・
八

J
、
市
外
延
長
七
十
八
・
二
J
、
委
託

• 
ロ
齢
者
向
腐
用
円
安
定
を
図
る
た
め
国

で
は
、
当
而
六
十
設
定
年
を
目
途
に
指

持
φ
行
、
っ
と
と
も
に
‘
定
年
内
延
長
、

勤
務
内
延
長
な
ど
を
行
う
事
業
主
に
対

し
て
、
定
年
延
長
奨
励
金
、
ま
た
は
継

続
服
用
奨
励
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
雇
用
保
険
法
に
基
づ

く
も
の
で
す
か
ら
、
対
象
は
腐
用
保
険

適
用
卒
業
所
の
事
業
主
に
限
ら
れ
ま
す
.

〈
定
年
延
長
奨
励
金
〉

支
給
要
件
は
、
富
年
が
昭
和
四
十

八
年
=
一
月
三
十
一
日
に
お
い
て
就
業
規

則
な
ど
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
同
日
後

に
五
十
六
歳
以
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
た

も
の
。
⑦
①
町
定
年
同
引
き
上
げ
に
よ

り
一
年
前
に
お
い
て
服
用
さ
れ
て
い
た

非
川
年
齢
者
何
年
齢
を
超
え
る
者

(五

十
五
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
で
あ
っ
て

継
続
し
て

一
年
以
上
沼
用
さ
れ
て
い
る

も
の
)
を
璃
用
す
る
も
の
。

Jr
 法
務
局
今
金
出
張
所

の
新
庁
舎
が
完
成

函
館
地
方
法
務
局

・
今
金
出
張
所

(
登
記
所
)
町
新
築
工
事
が
完
了
、
十

二
月
五
日
に
移
転
し
ま
し
た
。

新
庁
舎
は
、
今
年
改
良
舗
装
工
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
消
防
庁
舎
裏
側
内

山
手
線
通
り

(今
金
五
十
四
醤
地
内

四
)
に
あ
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

平
家
建
て
二
百
二
十
三
平
方
H

川
町
立

派
な
建
物
で
す
。

今 年の除雪計画

路
線
延
長
十
九
二
J
の
総
延
長
百
十

J
が
除
雪
区
間
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
除
雪
車
は
、
第

一
に
市
街
地

ゃ
、
国
・
近
々
に
接
続
す
る
路
線
、
次
に

毎
日
町
通
学
路
を
は
じ
め
、
生
活
道
路

な
ど
の
主
加
古
道
路
を
優
先
的
に
行
う
一

級
路
線
と
そ
の
他
的
二
級
路
線
に
分
け
‘

効
率
的
に
辺
わ
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
昼
夜
と
も
に
二
車
線
を
硲

保
す
る
国
道
二
七
七
号
線
的
三
十
三
J

を
は
じ
め
、
近
々
八
雲

-2線
は
、

開
発
建
語
部
が
寒
具
の
除
雪
セ
ン
タ
ー

を
基
地
に
し
て
行
い
、
主

T
北
格
山

線
、
旭
台
線
、
鈴
岡
線
、
金
原
線
、
極

川
線
は
土
木
現
業
所
で
強
力
に
推
進
さ

れ
ま
す
。

最
大
の
適

路
上
駐
車

一
方
、
交
通
市
中
故
防
止
の
た
め
の
歩

道
除
訂
に
も
力
を
入
れ
る
ニ
と
に
し
て

い
ま
す
が
、
除
・
排
乍
」
作
業
の
最
大
的

障
害
は
路
上
匪

4
で
す
。
除
雪
す
る
道

路
や
駐
車
場
に
は
、
早
朝
ま
で
車
を
放

置
し
な
い
よ
う
に
し
て
〈
だ
さ
い
。
や

む
を
え
ず
置
く
場
合
は
事
故
防
止
の
た

め
に
必
ず
赤
い
布
な
ど
で
表
示
し
て
く

支
給
額
は
、
彼
初
に
引
き
上
げ
の
対

象
と
な
る
労
働
者

一
人
当
り
年
初
十
二

万
円

(大
企
業
は
九
万
円
)
で
す
。

〈
継
続
雇
用
奨
励
金
〉

支
給
削
宮
町
什
は
、
①
就
業
規
則
な
ど
に

よ
り
、
六
十
歳
以
上
の
定
年
を
定
め
て

い
る
も
の
②
昭
和
五
十
年
五
月

一
日
以

後
、
六
十
歳
以
上
町
定
年
に
達
し
た
者

を
、
退
職
さ
せ
る
こ
と
な
く
引
き
続
き

雇
用
し
、
ま
た
は
定
年
の
目
的
翌
日
か

ら
七
日
以
内
に
再
雇
用
し
、
そ
の
後

一

年
以
ト
癒
続
雇
用
し
た
も
の
①
②
に
よ

り
継
続
届
用
さ
れ
て
い
る
者
向
年
齢
が
、

再
届
用
さ
れ
た
年
以
降
の
年
向
再
雇
用

日
に
対
応
す
る
日
円
前
日
に
お
い
て
六

十
五
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

支
給
狐
は
、
毎
年
十
二
月
末
日
に
お

い
て
該
当
す
る
労
働
者

一
人
当
た
り
年

額
六
万
円

(大
企
業
は
四
万
五
千
円
)

で
す
。

町
農
業
蚕
貝
会
と
町
選

挙
管
理
委
頁
会
で
は
、
毎

年
一
月
一
日
現
在
で
農
業

委
只
会
委
円
以
選
挙
人
名
簿

町
登
械
申
拍
車
殺
を
進
め

て
い
ま
す
。

申
前
朴
用
紙
は
十
二
月

末
に
町
内
、
部
落
会
長
を

通
じ
て
配
布
し
ま
す
の
で

必
要
早
期
を
甲
山
減
し
て
昭

和
五
十
三
年

一
月
+
固
ま
で
に
農
業
委

貝
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
申
筒
手
続
き
を
し
ま
せ
ん
と
選

農業委員会委員選挙
人名簿の記載申請を

だ
さ
い
。
と
〈
に
、
市
街
地
内
昭
和
通
り
、
旭

町
通
り
な
ど
は
片
側
駐
車
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
積
雪
に
よ
り

一
層
道
路
幅
が

狭
く
な
り
、
長
時
間
的
駐
車
は
除
冊
目
平

や
消
防
車
の
迎
行
を
防
げ
る
ば
か
り
で

な
く
、
交
通
事
故
向
原
因
に
な
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
路
上
段
車
は
し
な

い
よ
う
み
ん
な
で
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
の
協
力
を

除
雪
作
業
を
能
率
的
に
キ
メ
細
か
く

す
る
た
め
に
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
地

域
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
か
な

• 
最
底
賃
金
が
改
正

日
額
二
千
二
百
十
ニ
円
に

泣
労
働
法
準
局
は
道
内
の
す
べ
て
の

事
業
所
に
働
く
労
働
者
に
適
用
す
る
最

低
貸
金
を
二
千
二
百
十
二
円
に
改
正
し

ま
し
た
a

主
な
産
業
別
的
最
低
口
金
は

次
の
通
り
で
す
。

V
食
料
品
製
造
業

u
一
日
当
り
二
千
二

百
七
十
円
(
②
干
作
業
に
よ
る
洗
浄
、

皮
む
き
、
選
別
、
包
装
ま
た
は
箱
詰
め

撃
務
②
消
婦
、
片
付
け
、
そ
の
他
こ
れ

に
準
ず
る
軽
易
な
業
務
)
V
出
版
、

印

刷
産
業
H
二
千
三
百
四
十
二
同

(①
印

刷
業
で
履
い
入
れ
後
六
ヵ
月
未
満
町
技

能
習
得
中
立
品
位
九
片
付
け
な
ど

粍
易
な
業
務
に
従
事
す
る
者
)
V
卸
売

業
・
小
売
業
H
二
千
二
百
四
イ
問

(①

小
売
業
@
仰
売
業
で
片
付
け
の
業
務
に

従
事
す
る
も
の

)

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
ず
、
明
年
七
月

に
行
わ
れ
る
農
業
委
貝
の
選
挙
に
は
投

票
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
申
前
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
選
挙
権
的
資
格

今
金
町
に
住
所
を
有
す
る
者
で
昭
和

五
十
三
年
三
月
三
十

一
日
で
尚
二
十
歳

以
上
の
方

(昭
和
三
十
三
年
四
月

一
固

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
)
で、

三
十
ア
ー

ル
以
上
向
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
世
情

主
と
そ
の
世
叩
主
と
同
居
し
て
い
る
税

族
で
過
去

一
年
間
に
六
十
日
以
ト
新
作

に
従
事
し
て
い
る
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

( 2 ) 

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
せ
っ
か
く
玄

関
前

Z接
げ
が
終
つ
た
め
に
」
と
戸

口
や
支
線
分
岐
点
を
ふ
さ
が
れ
た
苦
情

を
聞
き
ま
す
が
、
除
雪
は
機
械
で
行
い

幹
線
確
保
が
急
が
れ
る
た
め
や
む
を
え

ま
せ
ん
の
で
、
道
路
に
投
げ
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
市
街
地
内
家

の
ま
わ
り
や
小
路
の
雪
は
、

町
内
会
や

近
所
町
方
々
が
協
力
し
合
っ
て
処
理
す

る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

雪
捨
て
場
は
例
年
と
同
じ
く
今
金
橋

東
側
三
百
υ
川
町
叫
所
で
す
。
(
写
真
)
こ

れ
以
外
向
場
所
、
特
に
排
水
な
ど
に
は

絶
対
投
げ
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
.

ま
た
、
除
雪
機
械
は
大
型
化
し
て
お

り
た
い
へ
ん
危
険
で
す
.
子
ど
も
の
路

J

ト
選
び
ゃ
作
業
中
町
除
雪
車
の
そ
ば
に
¥

近
寄
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
・

な
お
、
毎
年
、
冬
に
な
り
ま
す
と
屋

根
に
積
も
っ
た
雪
、
氷
、
つ
ら
ら
を
ど

が
落
ち
て
、
歩
行
者
が
怪
我
を
し
た
例

も
多
ノ
¥
ま
た
、
屋
根
に
付
け
て
あ
る

雷
の
す
べ
り
止
め
が
こ
わ
れ
て
人
が
死

亡
す
る
と
い
う
不
幸
な
事
故
が
起
き
、

建
物
管
理
者
も
加
害
賠
償
の
責
任
を
間

わ
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

冬
の
衣
過
を
円
滑
に
し
、
人
身
事
故

を
虹
く
す
た
め
、
次
円
占
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
マ
道
路
に
屋
根
町
雪
が
落

ち
る
よ
う
な
建
物
に
は
、
丈
夫
な
雪
の

す
べ
り
止
め
を
つ
け
る
マ
屋
根
町
宮
、

氷
は
、
気
温
の
上
u
骨
や
降
雨
の
あ
っ
た

と
き
に
落
ち
や
す
い
の
で
‘
早
め
に
取

り
除
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

，/
 H

愛
の
献
血
e
は
、
町
民
の
み
な
さ

ん
の
理
解
と
協
力
で
献
血
車
に
よ
る

採
血
率
も
ト
哀
し
て
お
り
‘
多
〈
の

尊
い
生
命
が
救
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
第
十
三
回
献
血
運
動

推
進
全
国
大
会
に
お
い
て
十
回
以
上

巳
献
血
に
協
力
し
た
次
町
方
々
に
献
血

一
功
労
章
が
贈
ら
れ
、
こ
の
ほ
ど
今
金

一
町
献
血
推
進
協
議
会
長
を
通
じ
て
各

一
位
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

一
A
V
銀
色
有
功
章
(
初
回
以
上
)

一
堺
殺
到

(曜日開
)
小
西
敏
明
(
末

一
広
町
)
鈴
木
正
三

(
南
町
)

一
A
V
金
色
特
別
社
員
量
(
羽
田
以
上
)

一
架
山
幸
雄

(東
町
)
本
川
行
雄
(京

勾
町
)
栗
山
ハ
ナ
(同
)
芳
釘
鈴
夫
(
柴

町
)
木
野
裕

一
(
金
原
)
阿
部
幸
作

(
東
町
)

。
銀
色
特
別
社
員
章
(
叩
回
以
上
)

久
保
田
正

一
、
松
橋
泰
子
、
本
多

浩
(
八
幡
町
)
阿
部
一
生
(
南
栄
町
)

能
代
穀
、
大
沼
宏
(
日
の
出
町
)
八

重
樫
旨
雄
(
御
影
)
白
山
千
代
(
寒

具
)
日
帰
政
子
(
極
川
)
外
山
恵
美

子
、
外
山
光
議

(東
町
)
藤
原
弘

一
、

下
山
克
治

(大
和
町
)
小
川
線
、
沢

谷
芳
博
、
若
山
省
三

(
未
広
町
)
古

山
弘
子

(栄
町
)
遠
藤
正
光
、
新
谷

直
雄
、
森
牌
典

(南
町
)
中
村
博
行
、

阪
爪
マ
ル
ヨ
(
悶
栄
町
)
近
蝉
広
(
本

町
)
渡
辺
百
合
子
(
住
吉
)
藤
川
治

在
(
昭
和
町
)
マ
団
体
明
治
乳
業

( 3 ) 



私
た
ち
の

7

チ

H

い
ま
か
ね
。
を
よ
り
住
み
よ
く

す
る
た
め
町
で
は
、
生
活
環
境
、
経
済
基
盤
、
社
会

福
祉
の
整
備
充
実
を
柱
に
、
こ
と
し
も
約
七
億
円
に

の
ぽ
る
建
設
事
業
を
計
画
し
ま
し
た
が
、
初
冬
を
迎

え
て
工
事
は
急
ピ
ッ
チ
。
約
三
十
億
円
余
の
園
、
道

費
導
入
事
業
と
合
わ
せ
、
北
部
槍
山
町
中
心
農
業
都

市
と
し
て
大
き
く
生
ま
れ
変
っ
て
き
て
い
ま
す
。

お
も
な
建
設
工
事
を
写
真
で
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

道路舗装など急ピッチ/

今
金
保
育
所
の
新
築

保
育
児
円
相
只
を
図
る
た
め
、

老
桁
化
し
た
公
民
館
を
解
体
し
て

護
中
主
益
保
育
所
は
総
事
業

費
七
千
八
百
万
円
で
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ

y
ク
平
家
建
て
五
九
四
平

方
幻
の
近
代
施
設
に
生
ま
れ
変
り

明
年
四
月
に
は
九
十
人
的
保
育
児

が
入
所
で
き
ま
す
。

J 

-ー..--'

モ長??、/・2

山手線改良舗装一役場庁舎裏側から法林寺前まで

の 5口4fZが巾只 81Zに改良舗装。工事費 2，520万円

停
車
場
南
通
り
線
街
路

駅
裏
通
り
の
中
央
線
か

-
ら
二
百
六
十
四
灯
が
車
道

九
μ
と
左
右
三
日
川
町
歩
道

提
防
ま
で
が
車
道
八
日
町
に

片
側
歩
道

一
・
玉川
川に

大
和
中
央
線
改
良
舗
装
M
H
道
々
八
雲

4γ

金
線
か
ら
中
学
校
に
通
じ
る
一
一
一
百

七
十
二
川
町
が
巾
良
八
幻
に
改
良
舗
装

• 
八東宮の下橋架換=

下音11工と取付道路が完

了し明年上部工で完成

ー

( 4 ) 

L
T
 

高
校
線
改
良
舗
装
H
南
停
車
場
線

か
ら
田
代
線
ま
で
の
三
百
三
十
八
灯

車
道
八

μ
に
片
側
歩
道
二

μ
が
舗
装

¥、ーノ

公
営
住
宅
の
建
設
l
一
種
四
戸
、

二
種
八
戸
内
三
D
K
住
宅
は
、
工
事

費
五
千
五
百
五
十
万
円
で
大
和
町
に

建
語
、
十
二
世
帯
が
入
居
し
ま
し
た
。

三

r咽
町
道
の
整
備
で
は
、
昨
年
度
か
ら
継

続
き
れ
て
い
る
神
丘
六
号
線
の
改
良
士
一

百
五
十
七

μ
(写
真
右
)
イ
マ
ヌ
エ
ル

線
改
良
三
百
六
十
九
灯
、
舗
装
二
百
四

十
七

μ.
自
有
似
改
良
五
百
二
H

川.
笠

回
線
改
良

(写
真
左
)
二
百
三
十
六
灯。

神
丘
十
号
線
的
改
良
創
設
-ニ
百

μ
が
工

司
事
曲
目
九
千
三
百
万
円
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

( 5 ) 
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-一、

冬
道
は
ス
ピ
ー
ド
半
減

・市平
間
路
離
二
倍

い
よ
い
よ
本
格
的
な
冬
の
ン

l
ズ
ン

に
入
り
交
通
事
故
が
心
配
な
季
節
。

今
年
内
逃
内
は
三
年
連
続
交
通
事
故

死
全
国
一
と
い
う
汚
名
を
残
す
の
で
は

な
い
か
と
い
う
き
び
し
い
情
勢
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
本
町
で
も
楠
山
管
内
一

の
死
者
を
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
以
上
は
絶
対
に
防
止
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

冬
内
路
面
は
、
積
雪
や
凍
結
な
ど
道

路
条
件
が
夏
場
と
ま
っ
た
〈
逃
っ
て
い

ま
す
。
と
く
に
凍
結
し
た
路
面
で
町
迎

転
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
慎
重
な
判

断
と
注
志
が
必
要
で
す
.
冬
型
的
交
通

事
故
を
防
ぐ
た
め
、
運
転
者
は
次
の

こ

と
に
注
意
し
、
安
全
運
転
に
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

-
安
全
な
速
度
で
運
転
し
よ
う

冬
は
、
路
面
の
状
態
を
よ
〈
晃
て
、

控
え
め
な
運
転
を
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
凍
っ
た
路
面
で
は
時
速
四
十
Jυ
川

町
速
度
で
す
と
、
夏
の
百
J
H
川
で
辺
転

し
た
と
き
と
同
じ
状
態
に
な
り
ま
す
。

速
度
を
落
と
し
、
由
と
り
の
あ
る
迎

転
を
し
ま
し
ょ
う
。

-
冬
道
で
の
急
プ
レ
キ
は
ス
リ
ン
プ

を
起
こ
し
危
険
で
す
。
プ
レ
キ
操
作

は
慎
重
に
早
め
早
め
に
断
続
し
て
プ
レ

キ
を
か
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

カ
1
7
や
下
り
坂
は
ブ
レ
ー
キ
に
頼

ら
ず
ハ
ン
ド
ル
操
作
だ
け
で
危
険
を
避

け
ら
れ
る
速
度
が
一
番
で
す
。

-
降
雪
時
は
視
界
が
悪
〈
な
り
ま
す
。

お
互
い
円
安
全
を
守
る
た
め
昼
間
で
も

前
照
灯
、
尾
灯
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

-
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
持
ち
ま
し
ょ
う

仁
王
杭
1
1
j
J
R
h
b崎
E
一b
t
v
L
k
o
f

さ
ん
(
末
広
町
)

品川時一一
三
彩
診
め
ペ
マ
ト
)
争
点叩

l
e一
十
年
以
ト
謀
議
司
と
し
て
更
生
保

4
Kふ
♂
ぞ
う

J
q川一日丸一味討
r品
円
、
勺
一
長
議
事
業
に
一
目
曲
さ
れ
た
伊
藤
ト
ミ
ノ
さ
ん

。
股
林
省
函
館
聾
叫
情
報
事
務
所
の
記
(
南
町
)
に
北
海
道
地
方
保
護
司
述
地

版
協
力
者
と
し
て
次
的
方
々
が
農
林
大
会
長
よ
り
、
五
年
以
上
町
保
峨
司
中
村

臣
か

4
表
彰
状
が
附
ら
れ
ま
し
た
。

裕
古
さ
ん
(
組
川
)
に
函
館
保
護
観
察

マ
牛
乳
生
蔵
資
制
葺
様
本
農
家
町
山
崎
所
長
よ
り
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
.

恵
惑
さ
ん

(神
丘
)
マ
農
家
経
済
調
査

標
本
農
家
円
近
藤
利
光
さ
ん
(
鈴
金
)

マ
限
停
物
価
絡
調
査
指
定
先
の
桜
田
其

固
感
謝
し
ま
す
固

-
社
協
愛
情
銀
行
へ
預
託

・
払
い
出
し

• 
灯油用ポリ容器の規格

灯油円運搬や貯蔵用として使用さ

れているポリエチレンかんは、現柱、

形や品質などいろいろなも町が出回

っているため、安全を高めるt!iから

J 1 S町規格を定的、品質的規制を

することになりました.

これにより、ポリエチレンかんは

密封できるも町で、厚さは1.5ミリ

以上ときめられ、光による灯油町変

質防止のため、顔料でう古色する.

また、取扱いが便利なように取手

を付ける.表示についても且やすい

場所に次同事項を表示することにな

っています.

①灯油用(第4類第2石油類)②容

量③製造年月日③火気厳然など、さ

らに、取扱い注意事項と Lて①灯油

は驚せんLて貯蔵する②直射日光を

さけ冷暗所に置〈③灯油以外(ガソ

リン等)町色町を入れない④摘み盟

ねない⑤火気に近づけないことーな

ども表示する ことになっています.

新たにポリ容器を購入する方は、

袈示、新色町有無を確めましょう。

なお、現在使用している白色、 半

透明内容品は、従来通リ使用Lても

珪Lっかえあ りません.

(6 J 

消費生活だよりマ
柳
太

一
さ
ん
(
栄
町
)
か
ら
叙
勲
受

章
を
記
念
し
て
各
一
万
円
を
史
寿
固
と

光
町
皇
学
園
ヘ

マ
大
倉
啓
太
郎
さ
ん
、

(昭
和
町
)
か
ら
三
千
円
を
光
町
皇
学

問
、
二
千
円
を
小
百
合
保
有
国
ヘ
マ
荒

井
彦
主
郎
さ
ん
(
昭
和
町
)
か
ら
納
な

し
羽
織
三
十
枚
を
生
活
保
護
世
情
ヘ
マ

今
金
季
節
保
育
所
母
町
会
(
代
表
相
原

広
美
子
さ
ん
)
か
ら
一
千
円
を
光
町
里

学
園
ヘ
マ
山
口
学
さ
ん
(
花
石
)
か
ら

家
族
中
の
小
銭
一
万
五
千
六
百
五
十
二

円
を
光
の
虫
学
問
、
毛
布
二
枚
を
生

活
保
直
世
帯
ヘ
マ
棚
備
制
相
次
郎
さ
ん
、

(
南
栄
町
)
か
ら
各

一
万
円
を
盟
舟
聞
と

光
の
里
学
園
、
二
万
円
を
愛
情
銀
行

の
福
祉
事
業
に
マ
A
寸
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
プ
(
会
長
大
相
谷
正
雄
さ
ん
)
か
ら

町
民
セ
ン
タ
図
件
宰
胤
ス
チ
ー
ル
製

件
棚
二
基
と
会
只
(
狭
間
勝
昭
、
海
老

山
地
五
郎
、
岩
間
山
一
時
、
議
山
誠

一
、
お
山

「Z
師
、
大
和
谷
正
雄
)
か
ら
図
位
二
百

三
十
六
冊
マ
多
国
鉄
工
所
(
南
町
)
か

ら
御
神
燈
一
基
を
A
マ
金
八
幡
{
呂
神
社
へ

市街地区=筋 1;且水木金叫目的
収集を1*み 自'l;3 j且の l月18日カ均
平市町時~11!
同川カ句史利河地区ー第 l迎金附の
収集を休み、筋3辿町 1月20日か均

平常円収出

.道外就労希富者の現地職難紹介

函館職業安定所では、予E節骨働者向

冬期就労対前向一環と Lて現地崎主制

介相読を53年 1J110日(却下，jij9時30分
-15時30分まで、函館市新川町田町15
大分軒ホテルで聞きます.

i且外就労を希唱さ札る }Jはご泣l革な
〈おこ L< 1!さル、。
圃踏切は一旦停止、左右咽犯を

国技瀬棚叫にカカる開υJについて下
J己図円3個所は;g断機町{削11を明年3
月末まで停止Lますので i~VJ償断円
際は必ず一旦停止Lぶ右確認 Lたヲえ
でj凶行Lて〈だき ι、。なお ;ff色灯と

詐報械は作曲Lていますので符報がII.s
っている助作は絶対に間断し会いよう

お願、、 Lます。

.1月白休日当番医
2日 jt恰山町同保病院E④5321
3日今金町国保病院E②{)221
8 B 瀬棚町楢崎医院，ft 3022 
15臼 今金町 i;i凹医院宮②0324
16日 今金町国保嗣院自包)0221
22日北桧山町平医院ft(!)501l
29日今金町岩1m医院宮@淘057
庄:= 2， 3日は'F'怯カらイ木診

料及び栴料使用組、主要原材料名、製

造品U¥?.:rMiなど及u'イ'Ehl.1紙、有府間定
資産相、工，1;;岡地及び工業問水などと

なっています.調査に際しては、知也1'<

が任命した調査flが対象'!I.:'!(;iifrを百IjJUJ
して、調査県内記入をお願いします円

でご協力ねカ川、ます。
.看護職員は揖務従事者の届出を

i品世M.JJ}J産時、石油附申石;盛時
的ず了資格者で、輩務に従事Lている必
は、悔ilQZ月31日現ので氏名、住所、
勤務先などを翌年 l月15日までlニ就業
地町保他所を経由Lて、知事にJJi:.llし
なければむりません。

こ町車務従併者届山内用紙は 保健

所を辿じて勤務先へ自己付されますので

必ずんill:1:I<丈ゴさも」
・水道の水抜きを必忘れな〈

1刈'1冬になると多くの修理巾 L込み
があり そのほとんどが不注Eによる
謝料『てーす.

必IIIカけのとき、必やすみfjifには
戸じまりや火気，'f怖とともに岳ず水道

内水拙きを Lましょう固
j>J[帖Lて鼎描をカけても水がIBない
ときはe自主的に，人的給水工事指定山に漣

tヰ L て n~坦世 L て〈ださ，'. 
~ ~IU怯工所 ② o 1 0 8 
砂北村ポ/プ唐②o5 5 2 
~ 光'1:.-;江主、閥会 ②o 1 5 5 
・冬期聞のゴミ収集
北部位山 fQ;i~センターでは冬刷川む

企ブJをあげてゴミ L尿町収JJlに時的ま
すカヘ伽'HI2H31日カら 1n 5日まてー
は体輩 Lます.鴨えるゴミは12日30日.
金収拠地区を収!lSLますのて-"，.!)j首8時
までに-!f.WI所へ出 Lて〈だき、、
1 )J 6日は木.金'M日肉眼m地地を
眼mL、7日カ句平常に収!JSLます.
b棉えむいゴミ円収!lS

圃役場国偉楕院の年末年描休み

年米与三拍町役場)II.務{立、 121-131日ヵ
らl月5日まで{本ませていただきます.

何かとご不便で Lょうがよろ L(お願
い Lます.
企お、死t届、埋火事与などおfJ!，ぎの
ニ用は、日直uが処理Lます.
また、国保病院は止めようになって

います。

12月30日 ~r-f.主カ句 1*1会
12月31日-1月2回全
l月3日 午能力句休診
l日4日全体
lF15日-6日 '1二I圭か句f本;会
1 R 7日から平常どおリ
なお、 思者輸送'11は12月31臼カら l
H 5日まで運休Lます.
・工揖統計嗣査に協力を

毎年、 12月31日現柏で全国一斉に尖
地されます工業靴j-'訓1i.は、全凶同製
造業lニ属するすべての'1'業所を対象に
訓丘L、その!J;f11E:をはあく Lて生産活
動に閲する J~礎資料とするほカ、各同
行政施策向指針とするむのです.

調査する'I'Jliは.経世組織及び資本
金制、従業者数.現金給与総制、原材

1* 

J
J
 鉄
道
工
事
殉
難
者
の
慰
霊
碑
を
建
立

⑨⑧⑧⑧⑮ 
町内掘 μ 似
内人りタ向日目
的た起コ I抑制
先ちこ部設 二
生にし屋工年
や知、労事に

郁つ真務で消
落ての者犠工
のも歴 M 牲さ
人ら史的とれ
たおを突なた
ちう 地 態つ瀬
がと元をた棚

• 考
え
さ
せ
る
コ
ト

が

必

要

で

す

コ
a
a
T
 
第
術
一地
巾
t
心
の
家
庭
学
習
主
リ
、
『

で
b
勉
強
」
を
押
し
つ
け
ら
れ
る
家
庭

学
習
の
中
か
ら
は
、
与
え
る
明
白
仰
は
身

に
つ
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

-v
結
果
よ
り
、
勉
強
の
し
か
た
を
認
め

る
ー
と
い
う
判
明
の
立
坊
が
大
切
で
す
。

紡
米
だ
け
を
簡
単
に
認
め
て
「
ょ
く
で

き
た
ネ
」
と
か
「
あ
句
、
ず
い
分
県
〈

終
っ
た
ヒ
ャ
な
い
の
」
と
い
っ
た
ホ
メ

コ
ト
パ
は
あ
ま
り
益
が
な
い
よ
う
で
す
。

寸
ど
の
よ
う
に
し
て
調
べ
た
閃
か、

お

か
あ
さ
ん
に
教
え
て
斗
と
の
よ
う
に

し
て
や
っ
た
の
か
、
お
か
あ
さ
ん
に
見

せ
て
ほ
し
い
ワ
己
と
い
っ
た
コ
ト
パ
が

大
切
な
よ
う
で
す
。
チ
ど
も
は
、
勉
強

の
や
り
方
を
税
が
認
め
て
く
札
る
の
だ

と
、
確
か
な
目
あ
て
を
つ
カ
み
ま
す
。

i
j
t
 

書初め展 の作品在募集

町li昼帯管理委n会では、 IIJJるい
il!l準をおしすすめるうえに役立つ

，'}制的皮肉作品を募集 Lます.

b す句は，人的中bらil!lんで下さい

小学生は 明るい町，山き一期

上心、政治. きれいな選争

中学生は 明るい選挙. よく 4
えてよい人を， いつも政

治に目と耳を，みんなの -A7金
歴
史
を
探
る
会
|

¥、-ノ

五
十
年
八
月
に
英
利
河
墓
地
内
サ
サ

や
ぷ
か
ら
八
泣
体
を
発
側
、
火
葬
に

し
て
花
石
の
お
寺
に
安
置
し
た
の
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
そ
の
遺
族
を
探

す
運
爾
か
ら
慰
霊
碑
建
立
運
動
に
ま

で
発
展
。
そ
の
母
体
と
し
て
今
年
同

六
月
「
今
金
歴
史
を
探
る
会
」
(
杉

本
省
吾
会
長
)
が
申
ふ
と
な
っ
て
募

金
運
動
に
乗
り
出
し
、
こ
の
ほ
ど
普

意
の
浄
財
で
美
利
河
駅
近
く
の
国
道

沿
い
に
立
派
な
碑
の
建
立
に
こ
ぎ
つ

け
十
一
月
二
十
三
日
に
三
人
の
遺
族

を
迎
え
て
雌
大
な
除
幕
式
を
行
っ
た

(
写
其
)
杉
本
会
長
は
「
今
日
あ
る
郷

土
は
先
人
の
血
と
汗
の
結
品
で
す
。

こ
れ
で
開
拓
当
時
的
労
苦
が
忍
ば
れ

ま
す
」
と
目
を
う
る
ま
せ
て
い
た。

子
ど
も
が
四
年
生
く
ら
い
に
な
る
ま
で

親
は
、
こ
の
役
川
を
川市
た
す
こ
と
で
す
。

V

「
ナ
ゼ
」

「
ド
ウ
シ
テ
」
と
い
う
対

話
|
考
え
る
子
ど
も
は
、
勉
強
机
に
向

か
っ
て
い
る
時
だ
け
「
ナ
ゼ
」
と
い
う

挺
附
を
持
つ
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
登

校
、
下
校
の
お
り
に
で
も
、
弔
え
る
の

が
イ
ど
も
な
の
で
す
。

庭
に
毎
年
、
チ
ュ
リ
ゾ
プ
の
球
似

を
航
え
る
家
庭
が
い
い
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
う
っ

か
り
す
る
と
、
子
ど
も
は

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
、

h
H
に
な
る
と
花
が

咲
く
の
は
あ
た
り
ま
え
、
と
決
め
て
し

ま
う
材
料
に
な
り
ま
す
。

「
オ
カ
ア
サ
ン
、
マ
ド
ノ
ン
タ
ノ
‘
チ

ユ
リ
ソ
プ
ダ
ケ
、
モ
ウ
‘
メ
ガ
デ
タ

ョL

「
ほ
ん
と
ネ
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
日

と
い
う
対
話
が
必
要
に
主
る
の
で
す
。

巧
え
る
力
を
行
て
る
と
い
う
の
は
、
こ

う
い
う
生
活
の
中
内
知
也
の
あ
る
対
話

が
手
が
か
り
な
の
で
す
。

(神
丘
小
学
校
長
西
里
れ
嘉
)

力できれいなil!l'i<

b大きさ(イ)小学生は小画仙半υJ
す(縦使用)(ロ)中学生は小[凶仙

半切(縦使用)t> 字体精舎

b応募資格町内町小 ー中学校の
児宜r生徒(1人 l山、n作のもの)
b締 切日 53年 1i=l31日まで役場

内選準管理A委日会事務局へ1)1出
b注担: 住品の左側に校名、学年

氏名をQJき入れる。

t>tt 優秀な作品に記念品を附 リ
その他は参加賞 を附ります。

( 7 ) 



一…一サラリ
ー
マ

ン
と
税
金

あ
っ
た
人
は
、
そ
の
つ
ど
給
与
の
支
払

者
に
中
告
す
る
こ
と
に
主
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
小
告
し
て
い
主
い
人
は

1
扶

楚
涯
除
等
(
異
動
)
呈
量

-v
山
分
で
山
彼
立
払
っ
た
村
会
保
険
料

生
命
保
険
料
、
知
山
肌
，L
似
険
料
が
あ
る
人

は
l
保
険
料
控
除
申
告
書

V
M
l可
分
ま
た
は
じ
H
1
一
門
分
の
倣

定
巾
円
に
よ
っ
て
れ
宅
取
引
付
値
除
を
交

け
た
人
は

l
住
宅
取
得
控
除
申
告
書

vn宅
貯
品
柿
契
約
に
以
づ
く
制
止
て
を

し
た
金
制
に
つ
い
て
.
般
の
い
，
t
貯

指
契
約
の
場
合
は
、
そ
の
町
中
仁
川
一
主

で
し
た
金
制
的
I

ハ
%
、
勤
労
者
川
町
応
形

成
貯
部
契
約
の
7
ち
長
期
財
形
れ
宅
附

帯
契
約
は

-
O
%
、
そ
札
以
外
的
財
形

住
宅
貯
搭
契
約
は
八
%
を
、
税
制
カ

しり

花
除
さ
れ
ま
す
。
山川辺
川光
が
光
行
す
る

日
宅
出
品
布
川
内
を
添
付
し
て
H

住
宅

貯
蓄
神
際
申
告
書

な
お
、
雑
山
内
除
や
医
椋
代
役
除
が

交
け
ら
れ
る
人
や
、
今
年
か
句
い
判
的
て

住
乞
収
何
怜
除
が
受
け
句
れ
る
入
、
ま

た
、
他
に
一
定
制
以
!
の
ー
叶
仰
が
あ
る

人
に
つ
い
て
は
、
日
年
の

一川
l
六
け

か
ら
一
月
十
h
H
ま
て
の
間
に
確
λ
中

背
を
す
る
必
要
が
あ
リ
ま
す
。
川
州
以
徴

収
さ
れ
た
川
町広止や，
T'止
納
脱
し
た
税
全

か
、
納
的
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
人
的
雌

4
巾
円
は
け
か
り
走
け
付
け
て
い
ま

す
。
ザ
く
山
叩
仇
す
れ
ば
制
金
的
辺

H
L

V
く
受
け
り
札
ま
す
。

納
期
内
に
納
め
よ
う

町

道

民

税

《
三
一
刻
内V

会
ハ
期
》

国
民
健
康
保
険
税

十
二
月
二
十
五
日
ま
で

圃
消
費
者
協
会
の
暮
ら
し
の
講
座
で
勉
強

家
庭
川
n
川
町
知
泌
を
深
め
ま
し
ょ
う
!
と

道
的
列
者
協
会
的

「く
ら
し
の
品
座
」
が
十

二
月

一
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
、
四

十
人
的
主
婦
が
参
加
、
新
し
い
石
油
ス
ト
ー

ブ
や
ガ
ス
、
プ
ラ
ス
チ
ソ
ク
製
品
的
安
全
性
.

正
し
い
使
い
方
を
勉
強
。
今
ま
で
注
心
し
て

な
か
っ
た
も
の
が
危
険
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

お
母
さ
ん
も
真
剣
に
聞
き
い
っ
て
い
た
。

=広級=

トヒベγクス

¥ー

i住民的証盃¥

Jtべて
人円 U，4GO(+ 7) 

~~ 4 .63:~ (+ 9 ) 
!J: 4 .827 (- 2 ) 

lH: ':i~: 2 .6S;~ (+ 5 ) 

(;;li:rLtzr) 

固
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

新
M
拍
克
奈
美

(茂

氏

女

)
紘

町

鈴
木
宏
和

(竹
雄

一一
見

)
H
C附

弔

計

利
H
U

(
随

長

男

)
大
和
町

笹
森
み
さ

f
(正
芳
民
立
)
政

問

固
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

山
本
教
之
H
大

松

洋

f

同

紙

製

一
H
戸

室

洋

子

飯

山

泰

裕

H
金
子
7

サ
エ

尭
行

・
北
海
道
今
金
町
宮

A

-
鈴
岡
地
区
で
初
め
て
の
移
動
保
健
福
間

( 8 J 

辺
地
的
地
成
時
U
即
日
を
似
倒
的
に
ー
と

今
全
保
地
日附
で
は
卜
。
月
下
九
日
、

iFA1:目1?;与ll1、

小
ft日川
vドバ
i

、h“
化
叫
て

F?tι
巾

mιι
卜

ι仇
-Hド門
c叫
刊

、

ず
1h 

鈴
阿
地
M区
}の
お
叫
吋
件
さ
ん
た
ち
は
、
新
し

い
会
耐
が
完
成
し
て
以
末
、
部
出
く
る

ん
で
位
脱
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る

た
め
、
こ
の
日
は
全
世
帯
が
受
診
。
尿

検
介
、
血
圧
測
定
、
学
誌
相
ぷ
キ
り
食

品
向
生
、
日
現
性
に
似
他
所
長
さ
ん
の
A
品

川
市
ま
で
円
な
ご
や
か
志
士
山
断
仁
、
会

場
も
他
版
主
笑
い
声
が
い

っ
ぱ
い
だ
っ
九

本毛主事l'

回r111 1王

村

揃

既

日

坂

上

」

注

寸

八

束

立

山

収

H
田
中
悦
乙
J

雨
栄
町

圃
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

千

諜

こ

み

つ

七

イ

九

段

花

石

鈴

木

危

代

人

八

i
政

英

利

河

安

部

付

一

五

十

五

歳

栄

町

前

川

敏

夫

六

十

阿

政

相

川

上

杉

前

七

十

六

歳

種

川
(
十
一
月
分
)
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